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令和７年１月 牛久市農業委員会だより 第40号（2）

　
令
和
６
年
５
月
か
ら
、
中
根
町
の
山
越
隼
人
農

業
委
員
の
下
で
う
し
く
河
童
大
根
の
栽
培
研
修
に

取
り
組
ん
で
い
る
原
田
創
史
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
原
田
さ
ん
は
長
野
県
出
身
で
、
大
学
卒
業
後
に

入
社
し
た
会
社
を
退
職
し
た
時
に
は
す
で
に
、
農

業
を
や
り
た
い
と
お
考
え
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
今

か
ら
20
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
す
。
た
だ
、
当
時

は
新
規
就
農
者
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
あ
ま
り
充
実

し
て
お
ら
ず
、
ど
う
す
れ
ば
農
業
が
で
き
る
の
か

わ
か
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
静
岡
県

で
就
職
し
大
学
時
代
の
同
級
生
と
ご
結
婚
さ
れ
た

後
、あ
る
程
度
資
金
の
め
ど
が
立
っ
た
と
こ
ろ
で
、

就
農
先
を
三
か
所
（
長
野
・
静
岡
・
茨
城
）
に
絞
り
、

合
同
説
明
会
や
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
に
足
を
運
び

ま
し
た
。
最
終
的
に
牛
久
を
就
農
の
地
と
し
て
選

ん
で
く
だ
さ
り
嬉
し
い
限
り
。「
縁
も
ゆ
か
り
も

な
い
土
地
で
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
サ
ポ
ー

ト
体
制
が
充
実

し
て
い
て
、
何

か
あ
っ
た
時
の

対
応
が
安
心
で

き
ま
す
。」
と
原

田
さ
ん
。
Ｊ
Ａ

水
郷
つ
く
ば
大

根
生
産
部
会
の

部
会
長
も
務

め
る
山
越
委
員

も
、「
部
会
と
し

て
も
新
規
就
農

者
を
増
や
し
た

　
会
長
あ
い
さ
つ

	

牛
久
市
農
業
委
員
会

	

　
会
長
　
山 

越
　
康 

義

い
と
意
気
込

ん
で
い
た
と

こ
ろ
だ
っ
た

の
で
、
何
が

何
で
も
原
田

さ
ん
を
手
放

し
た
く
な

か
っ
た
ん
で

す
。」
と
語

り
ま
す
。
相

思
相
愛
で
す

ね
。

　
実
は
お
二

人
は
同
じ
大

学
出
身
で
、

原
田
さ
ん
は

山
越
委
員
の

７
歳
年
上
。
取
材
中
、
原
田
さ
ん
と
山
越
委
員
が

お
互
い
に
敬
語
を
使
っ
て
会
話
を
さ
れ
て
い
た
の

で
、
そ
の
理
由
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
原
田
さ

ん「
師
匠
で
す
か
ら
当
然
で
す
！
」、山
越
委
員「
原

田
さ
ん
は
社
会
経
験
が
豊
富
で
、
学
ぶ
こ
と
が
多

い
で
す
。
我
が
子
た
ち
に
も
大
人
気
で
、
ム
シ
キ

ン
グ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。」
と
、
笑
顔
で
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。
お
互
い
を
敬
い
、
若
い
力
で
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
研
修
に
励
む
姿
に
我
々
も
元
気

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
年
後
の
独
立
就
農
を
目
指
し
、
就
農
後
は
ま

ず
は
農
業
で
生
計
を
立
て
て
い
く
こ
と
が
目
標
、

と
お
っ
し
ゃ
る
原
田
さ
ん
。
現
在
、
牛
久
市
内
で

家
と
農
地
を
探
し
て
い
ま
す
。
も
し
良
い
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
牛
久
市
農
業
委
員
会
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
！

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、ご
健
勝
に
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
ご
ろ
よ
り
、
牛
久
市
農
業
委
員
会
の
業
務
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
秋
は
令
和
6
年
産
の
米
の
相
対
取
引
価
格
が
、
平
成
18
年
の
調

査
開
始
以
来
過
去
最
高
と
な
っ
た
と
連
日
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
昨
夏

の
端
境
期
に
お
け
る
米
の
品
薄
状
況
以
降
、「
米
が
高
い
」
と
よ
く
耳
に
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
猛
暑
に
よ
る
不
作
や
病
害
虫
の
発
生
、
光
熱
動
力

費
や
肥
料
代
の
コ
ス
ト
増
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
我
々
農
家
に
し
て
み
れ
ば

よ
う
や
く
生
産
継
続
可
能
な
価
格
に
戻
っ
た
だ
け
、
今
ま
で
が
安
す
ぎ
た
だ

け
、
と
い
う
の
が
本
音
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
の
米
価
で
も
、
お
茶
碗

一
杯
の
ご
は
ん
は
他
の
食
品
に
比
べ
て
ま
だ
ま
だ
安
い
と
の
こ
と
な
の
で
、

消
費
者
の
方
々
に
た
く
さ
ん
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
た
だ
い
て
、
農
業
の
生
産

の
場
も
ど
ん
ど
ん
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
現
在
牛
久
市
で
は
、
農
地
を
次
世
代
に
着
実
に
引

き
継
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、「
地
域
計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
進

め
て
お
り
ま
す
。「
地
域
計
画
」
と
は
、
地
域
の
農
業
者
自
身
が
地
域
農
業
の

現
状
と
課
題
を
把
握
し
、
話
し
合
い
に
よ
っ
て
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
（
誰

が
ど
う
使
っ
て
い
く
か
＝
目
標
地
図
）
を
明
確
に
し
た
、
い
わ
ば
「
地
域
農

業
の
将
来
計
画
」
で
す
。
4
月
か
ら
は
、こ
の
地
域
計
画
の
実
現
を
目
指
し
て
、

中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
た
農
地
の
集
約
化
を
よ
り
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
今
後
と
も
、
こ
の
地
域
計
画
に
向
け
て
の
取
り
組
み
も
含
め
て
、

農
業
委
員
会
の
活
動
に
対
す
る
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。



どんな小さなことでも気になることがございましたら、
お気軽に農業政策課までお問い合わせください !!

農業政策課に農業相談窓口を開設しています
農業政策課では、農業における心配ごとやお悩みなどをお気軽に
ご相談していただけるよう「農業相談窓口」を開設しています。

お問い合わせ先：牛久市農業政策課 ☎029-873-2111（代表）

Ｑ ・先日の大雨で、畑が浸水。作物がすべてダメに
なってしまった。

　　・大雪の重みでビニールハウスがつぶれてし
まった。など…（農業災害に関すること）

Ｑ ・今年まで作ってくれていた農家さんがリタイ
アして田んぼを返されてしまった。

　　・規模拡大したいが、農地のあてがない。など…
（農地の貸し借りに関すること）

Ｑ ・国の補助金のことがよくわからない。詳しく
教えてほしい。（補助金に関すること）

Ｑ ・認定農家になりたいがどうすればなれるんだ
ろう？（各種手続きに関すること）

　などなど…

こんな
時は

ご相談
を!!

お気軽にお問い合わせください
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稲
敷
郡
協
議
会
研
修
会

稲
敷
郡
協
議
会
研
修
会

　
令
和
６
年
11
月
21
日
に
、

農
業
委
員
会
稲
敷
郡
協
議
会

全
体
研
修
会
が
牛
久
市
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
６
市
町
村

よ
り
１
２
０
名
を
超
え
る
農

業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
茨
城
県
農
業
会

議
の
葉
梨
衛
会
長
お
よ
び
郡

司
彰
専
務
理
事
、
沼
田
和
利

牛
久
市
長
を
来
賓
に
迎
え
、

農
林
水
産
省
新
事
業
・
食
品

産
業
部
企
画
グ
ル
ー
プ
長
木

村
崇
之
様
よ
り
「
農
産
物
・

食
品
の
合
理
的
な
価
格
の
形

成
に
つ
い
て
」
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
演
後
は
、

活
発
な
質
疑
応
答
に
時
間
が

不
足
す
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
変

実
り
の
あ
る
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

積立方式の確定拠出型年金で、少子高齢時代に強い年金です。終身年金なので生涯受給できます。
支払った保険料全額が社会保険料控除の対象になり、所得税・住民税等の節税にもなります。

農  業  者  年  金

農業者年金で老後の生活を安心サポート

※加入の申込、お問い合わ
せは、最寄りのＪＡまた
は農業委員会へ

３つの要件を満たせば
どなたでも加入でき
ます

①65歳未満（60歳以上は国民年金の任意加入被保険者）
②国民年金第１号被保険者（保険料免除者は除く）
③年間60日以上農業に従事

視
察
研
修

視
察
研
修

　
こ
の
秋
一
番
の
キ
リ
リ
と
冷
え
こ
ん
だ

快
晴
の
朝
、
研
修
視
察
先
の
宮
城
県
を
目

指
し
、
黄
色
く
色
づ
い
た
「
ひ
つ
ぢ
田
」

の
点
在
す
る
常
磐
道
を
北
上
し
た
。「
ひ

つ
ぢ
田
」
は
刈
り
取
っ
た
あ
と
に
再
生
す

る
二
番
穂
。
60
セ
ン
チ
ほ
ど
に
成
長
し
穂

は
黄
色
く
色
づ
い
て
も
実
は
結
ば
な
い
。

い
つ
ま
で
も
暑
か
っ
た
今
年
の
夏
で
も
実

の
成
熟
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
令
和
６
年
は
、
と
に
か
く
暑
く
て
長
い

夏
だ
っ
た
。
害
鳥
、
害
虫
に
害
獣
、
そ
し

て
駆
除
し
て
も
す
ぐ
に
繁
茂
す
る
雑
草
や

病
気
対
策
、
高
騰
す
る
燃
料
・
肥
料
・
農

薬
等
々
、
農
業
を
取
り
ま
く
厳
し
い
環
境

の
中
で
「
神
風
」
が
吹
い
た
。
米
の
生
産

価
格
が
１
９
９
３
年
の「
平
成
の
米
騒
動
」

以
来
の
年
平
均
価
格
を
上
回
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
か
車
中
に
は
安
堵
感
と
達

成
感
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　
日
立
市
あ
た
り
か
ら
連
続
す
る
隧
道
を

く
ぐ
る
毎
に
広
葉
樹
の
彩
り
が
映
え
る
。

福
島
県
に
入
る
。

帰
還
困
難
区
域

の
荒
れ
果
て
た
家

屋
、
田
畑
を
見
る

に
つ
け
、
そ
の
寂

寞
感
は
筆
舌
に
尽

く
し
難
い
。
う
さ

ぎ
追
い
し
か
の
山

…
で
始
ま
る
唱
歌

「
故
郷
」
の
歌
詞

が
心
に
突
き
刺
さ
っ
た
。

「
こ
こ
ろ
ざ
し
を
果
た
し
て
　
い
つ
の
日

に
か
帰
ら
ん
　
山
は
青
き
故
郷
　
水
は
清

き
故
郷
」

　
研
修
先
の
ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業
の
小
牛

田
工
場
は
、
水
稲
及
び
畑
作
用
除
草
剤
等

の
製
造
拠
点
と
な
っ
て
い
て
、
元
工
場
長

に
は
生
産
現
場
を
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
ほ
と
ん
ど
自
動
化
さ
れ
て
い
た
が
、

封
入
さ
れ
た
製
品
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
詰

め
る
前
に
補
正
す
る
工
程
だ
け
は
女
性
性

に
限
る
そ
う
で
あ
る
。
農
家
の
高
齢
者
は

草
取
り
要
員
で
あ
り
、
背
中
を
丸
め
、
一

日
カ
リ
カ
リ
と
草
刈
り
鎌
を
握
っ
て
い
た

が
、
最
近
で
は
そ
ん
な
光
景
を
見
な
く

な
っ
た
。
除
草
剤
の
お
か
げ
で
あ
る
。
除

草
剤
は
、
耕
作
面
積
の
拡
大
、
労
力
の
省

力
化
に
寄
与
、
炎
天
下
の
つ
ら
い
作
業
か

ら
解
放
し
た
。

　
東
京
本
社
茨
城
担
当
の
営
業
の
方
か
ら

は
、
水
稲
除
草
剤
の
適
正
な
使
用
方
法
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
適
期
散
布
・
均

等
な
代
掻
・
水
張
り
、
の
三
点
が
重
要

で
、
さ
ら
に
展
着
剤
を
混
入
す
る
こ
と
で

効
果
絶
大
で
、
収
量
増
・
品
質
向
上
に
つ

な
が
る
と
の
こ
と
。
従
来
の
除
草
剤
で
は

枯
れ
に
く
い
「
オ
ヒ
シ
バ
」
に
は
、
グ
リ

ホ
サ
ー
ト
系
以
外
の
非
選
択
性
除
草
剤
で

成
長
点
を
狙
い
撃
ち
す
れ
ば
効
果
が
あ
る

と
い
う
。
雑
草
対
策
は
農
家
の
悩
み
の
種

で
あ
り
、
一
同
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
身
を

乗
り
出
し
て
受
講
し
た
有
意
義
な
研
修
で

あ
っ
た
。
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賃借料情報
田10a当たり 10,000円〜20,000円

畑10a当たり 3,000円〜8,000円

農作業臨時雇標準賃金（実働8時間）
田植え／稲刈り／水田除草
／畑除草／その他作業

7,700円

農作業受託標準料金
項　目

作業名
単　位 料　金 備　考

深耕 10a 10,000円

プラウ耕 10a 6,000円

デスク耕 10a 3,500円 パワーデスク

普通ロータリー 10a 5,000円 畑

耕起 10a 5,000円 田

代かき 10a 7,000円

畦塗り 1m当たり 40円

育苗 １箱 700円 硬化苗

田植え 10a 6,500円 条件により
料金割増

育苗〜田植え 10a
18,000〜　
20,000円

刈取り〜脱穀 10a
16,000〜　
20,000円

倒伏等の条件に
より上限とする

刈取り〜調整 10a
30,000〜　
35,000円

倒伏等の条件
により上限と
する（袋詰め
まで）

乾燥〜調整
玄米60kg
当たり

1,800円 （袋詰めまで）

籾すり
玄米60kg
当たり

1,000円 （袋詰めまで）

麦刈り〜調整 10a 22,000円

倒伏等の条件
により上限と
する（袋詰め
まで）

甘藷マルチ張り 10a 10,000円 薬剤散布含む

甘藷マルチ張り 10a 5,000円 薬剤散布なし

落花生マルチ張り 10a 4,000円

肥料と土壌改良
剤の散布

10a 2,500円

資材の運搬は
含まず
片方のみの散
布は1,500円
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お知らせ
農地の貸し借りの方法について
　令和7年4月以降に効力が発生する農地の貸借を行う場合、
①農地法第3条による許可
②農地中間管理事業の活用　

のどちらかの手続きになります。

農地を「転用」するときは
農地法の「許可」が必要です
　農地を農地以外にすることを「農地転用」といいます。農地を
転用する場合には、原則として農地法の転用許可が必要です。一
時的な工事や、資材置場・駐車場などにする場合も許可が必要で
す。農業用倉庫を建てる時は農業委員会にご相談ください。
　無断で転用してしまうと厳しい罰則があります。工事の中止や
原状回復等の措置命令に従わない場合、3年以下の懲役、または、
300万円以下の罰金（法人は1憶円以下の罰金）が科される場合
があります。
　農地転用に関する相談、許可申請の手続き方法、違反転用の通
報・相談は、農業委員会事務局へ。

『相続登記』が義務化されました
　農地を相続したときは、相続登記完了後に農業委員会へその旨
を届出することが義務付けられています。お手続きは簡単です。
なお、令和6年4月1日より相続登記が義務化されておりますので
お気を付けください。
　登記の手続きは法務局へ、農地の相続の届出は農業委員会事務
局へ。

全国農業新聞
　農家の思いを伝え、農業・農村の未来をとも
に考える「全国農業新聞」。地域農業者の代表
機関である農業委員会のネットワークが発行す
る週刊の農業総合専門紙です。農業者の視点で
お届けしています。
　購読の申込は農業委員へお気軽にご連絡くだ
さい。
発行日／毎週金曜日
購読料／月７００円（送料・税込）

編集後記
　熱中症アラートという言葉を何度聞いたことでしょう。令和6
年度は昨年以上に猛暑日が続きました。屋外での活動の中止を余
儀なくされた子どもたち、農業者の私たちも日中は田畑に出られ
ない日がありました。暑さによる作物の生育不良も深刻なものに
なりました。来年こそは、といつも編集後期に記していますが、
人にも植物にも優しい気候になることを願っています。
　取材にご協力いただいた皆さまに御礼申しあげます。
	 編集委員	 中山　みつい
	 	 塚﨑　光子


